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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公開番号】特開2002-182887(P2002-182887A)
【公開日】平成14年6月28日(2002.6.28)
【出願番号】特願2001-295705(P2001-295705)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/12    　　　Ｋ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｄ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｆ   1/00    ３３２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月26日(2008.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　印刷処理を実行可能なスタンバイ状態と、印刷処理を実行しないスリ
ープ状態とを有する印刷処理装置に対して、印刷データを転送する情報処理装置であって
、
　印刷設定をするための印刷設定画面を表示する表示手段と、
　前記印刷データの前記印刷処理装置への出力を指示する指示手段と、
　前記スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を前記印刷処理装置に実
行させるための第１の制御命令を、前記表示手段により前記印刷設定画面が表示された後
、前記指示手段により印刷データの出力が指示される前に、前記印刷処理装置へ出力する
第１出力手段と、
　前記指示手段により前記印刷データの出力が指示されたことに応じて、前記印刷処理装
置へ前記印刷設定に基づいた印刷データを出力する第２出力手段とを備えたことを特徴と
する情報処理装置。
　　【請求項２】　前記印刷設定としてモノクロ印刷が設定された場合には、前記第１出
力手段が前記第１の制御命令を出力した後、前記第２出力手段が前記印刷データを出力す
る前に、前記移行処理においてカラー印刷に関する処理を実行させないための第２の制御
命令を前記印刷処理装置へ出力する第３出力手段を備えたことを特徴とする請求項１記載
の情報処理装置。
　　【請求項３】　前記指示手段は、前記印刷設定画面を介して印刷の指示を示すボタン
が押されることに応答して前記印刷データの出力を指示することを特徴とする請求項１又
は２に記載の情報処理装置。
　　【請求項４】　前記カラー印刷に関する処理は、キャリブレーション処理であること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
　　【請求項５】　印刷処理を実行可能なスタンバイ状態と、印刷処理を実行しないスリ
ープ状態とを有する印刷処理装置と、前記印刷処理装置に印刷データを転送する情報処理
装置とを有する情報処理システムであって、
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　前記情報処理装置は、
　印刷設定をするための印刷設定画面を表示する表示手段と、
　前記印刷データの前記印刷処理装置への出力を指示する指示手段と、
　前記スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を前記印刷処理装置に実
行させるための第１の制御命令を、前記表示手段により前記印刷設定画面が表示された後
、前記指示手段により印刷データの出力が指示される前に、前記印刷処理装置へ出力する
第１出力手段と、
　前記指示手段により前記印刷データの出力が指示されたことに応じて、前記印刷処理装
置へ前記印刷設定に基づいた印刷データを出力する第２出力手段とを備え、
　前記印刷処理装置は、
　前記第１出力手段により出力された前記第１の制御命令を受信する第１受信手段と、
　前記スリープ状態において前記第１受信手段が前記第１の制御命令を受信した場合に、
前記スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を実行する移行処理手段と
、
　前記第２出力手段により出力された前記印刷データを受信する第２受信手段と、
　前記スタンバイ状態において前記第２受信手段が前記印刷データを受信した場合に、前
記印刷データに基づく印刷処理を実行する印刷処理手段と、
を備えたことを特徴とする情報処理システム。
　　【請求項６】　前記情報処理装置は、
　前記印刷設定としてモノクロ印刷が設定された場合には、前記第１出力手段が前記第１
の制御命令を出力した後、前記第２出力手段が前記印刷データを出力する前に、前記移行
処理においてカラー印刷に関する処理を実行させないための第２の制御命令を前記印刷処
理装置へ出力する第３出力手段を備え、
　前記印刷処理装置は、
　前記第３出力手段により出力された前記第２の制御命令を受信する第３受信手段を備え
、
　前記移行処理手段は、前記第３受信手段が前記第２の制御命令を受信した場合は、前記
移行処理において前記カラー印刷に関する処理を実行しないことを特徴とする請求項５に
記載の情報処理システム。
　　【請求項７】　前記指示手段は、前記印刷設定画面を介して印刷の指示を示すボタン
が押されることに応答して前記印刷データの出力を指示することを特徴とする請求項５又
は６に記載の情報処理システム。
　　【請求項８】　前記カラー印刷に関する処理は、キャリブレーション処理であること
を特徴とする請求項５乃至７のいずれか１項に記載の情報処理システム。
　　【請求項９】　印刷処理を実行可能なスタンバイ状態と、印刷処理を実行しないスリ
ープ状態とを有する印刷処理装置に対して、印刷データを転送する情報処理装置における
情報処理方法であって、
　印刷設定をするための印刷設定画面を表示部に表示する表示ステップと、
　前記スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を前記印刷処理装置に実
行させるための第１の制御命令を、前記表示ステップにて前記印刷設定画面が表示された
後、前記印刷データの前記印刷処理装置への出力が指示される前に、前記印刷処理装置へ
出力する第１出力ステップと、
　前記印刷データの前記印刷処理装置への出力を指示する指示ステップと、
　前記指示ステップにて前記印刷データの出力が指示されたことに応じて、前記印刷処理
装置へ前記印刷設定に基づいた印刷データを出力する第２出力ステップと、
を備えることを特徴とする情報処理方法。
　　【請求項１０】　印刷処理を実行可能なスタンバイ状態と、印刷処理を実行しないス
リープ状態とを有する印刷処理装置に対して、印刷データを転送する情報処理装置に、
　印刷設定をするための印刷設定画面を表示部に表示する表示ステップと、
　前記スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を前記印刷処理装置に実
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行させるための第１の制御命令を、前記表示ステップにて前記印刷設定画面が表示された
後、前記印刷データの前記印刷処理装置への出力が指示される前に、前記印刷処理装置へ
出力する第１出力ステップと、
　前記印刷データの前記印刷処理装置への出力を指示する指示ステップと、
　前記指示ステップにて前記印刷データの出力が指示されたことに応じて、前記印刷処理
装置へ前記印刷設定に基づいた印刷データを出力する第２出力ステップと、
を実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０００１】
　　【発明の属する技術分野】
　本発明は、情報処理装置、情報処理システム及び情報処理方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００２１】
　　【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明に係る情報処理装置は、印刷処理を実行可能なスタ
ンバイ状態と、印刷処理を実行しないスリープ状態とを有する印刷処理装置に対して、印
刷データを転送する情報処理装置であって、印刷設定をするための印刷設定画面を表示す
る表示手段と、前記印刷データの前記印刷処理装置への出力を指示する指示手段と、前記
スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を前記印刷処理装置に実行させ
るための第１の制御命令を、前記表示手段により前記印刷設定画面が表示された後、前記
指示手段により印刷データの出力が指示される前に、前記印刷処理装置へ出力する第１出
力手段と、前記指示手段により前記印刷データの出力が指示されたことに応じて、前記印
刷処理装置へ前記印刷設定に基づいた印刷データを出力する第２出力手段とを備えたこと
を特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　また、上記目的を達成するために、本発明に係る情報処理システムは、印刷処理を実行
可能なスタンバイ状態と、印刷処理を実行しないスリープ状態とを有する印刷処理装置と
、前記印刷処理装置に印刷データを転送する情報処理装置とを有する情報処理システムで
あって、前記情報処理装置は、印刷設定をするための印刷設定画面を表示する表示手段と
、前記印刷データの前記印刷処理装置への出力を指示する指示手段と、前記スリープ状態
から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を前記印刷処理装置に実行させるための第１
の制御命令を、前記表示手段により前記印刷設定画面が表示された後、前記指示手段によ
り印刷データの出力が指示される前に、前記印刷処理装置へ出力する第１出力手段と、前
記指示手段により前記印刷データの出力が指示されたことに応じて、前記印刷処理装置へ
前記印刷設定に基づいた印刷データを出力する第２出力手段とを備え、前記印刷処理装置
は、前記第１出力手段により出力された前記第１の制御命令を受信する第１受信手段と、
前記スリープ状態において前記第１受信手段が前記第１の制御命令を受信した場合に、前
記スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を実行する移行処理手段と、
前記第２出力手段により出力された前記印刷データを受信する第２受信手段と、前記スタ
ンバイ状態において前記第２受信手段が前記印刷データを受信した場合に、前記印刷デー
タに基づく印刷処理を実行する印刷処理手段と備えたことを特徴とする。
【手続補正１４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　また、上記目的を達成するために本発明にかかる情報処理方法は、印刷処理を実行可能
なスタンバイ状態と、印刷処理を実行しないスリープ状態とを有する印刷処理装置に対し
て、印刷データを転送する情報処理装置における情報処理方法であって、印刷設定をする
ための印刷設定画面を表示部に表示する表示ステップと、前記スリープ状態から前記スタ
ンバイ状態へ移行する移行処理を前記印刷処理装置に実行させるための第１の制御命令を
、前記表示ステップにて前記印刷設定画面が表示された後、前記印刷データの前記印刷処
理装置への出力が指示される前に、前記印刷処理装置へ出力する第１出力ステップと、前
記印刷データの前記印刷処理装置への出力を指示する指示ステップと、前記指示ステップ
にて前記印刷データの出力が指示されたことに応じて、前記印刷処理装置へ前記印刷設定
に基づいた印刷データを出力する第２出力ステップとを備えることを特徴とする。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　また、上記目的を達成するために本発明のプログラムは、印刷処理を実行可能なスタン
バイ状態と、印刷処理を実行しないスリープ状態とを有する印刷処理装置に対して、印刷
データを転送する情報処理装置に、印刷設定をするための印刷設定画面を表示部に表示す
る表示ステップと、前記スリープ状態から前記スタンバイ状態へ移行する移行処理を前記
印刷処理装置に実行させるための第１の制御命令を、前記表示ステップにて前記印刷設定
画面が表示された後、前記印刷データの前記印刷処理装置への出力が指示される前に、前
記印刷処理装置へ出力する第１出力ステップと、前記印刷データの前記印刷処理装置への
出力を指示する指示ステップと、前記指示ステップにて前記印刷データの出力が指示され
たことに応じて、前記印刷処理装置へ前記印刷設定に基づいた印刷データを出力する第２
出力ステップとを実行させることを特徴とする。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】削除



(8) JP 2002-182887 A5 2008.11.13

【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０１４８】
　　【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、印刷処理を実行可能なスタンバイ状態と、印刷
処理を実行しないスリープ状態とを有する印刷処理装置に対して、印刷データを転送する
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情報処理装置が、スリープ状態からスタンバイ状態へ移行する移行処理を印刷処理装置に
実行させるための第１の制御命令を、印刷設定画面が表示された後、印刷データの出力が
指示される前に、印刷処理装置へ出力することで、印刷処理装置へ前記印刷設定に基づい
た印刷データを出力する前に印刷装置をスリープ状態からスタンバイ状態へ移行させるこ
とができる。
【手続補正４９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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